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令和８年度池田町教育委員会教育行政執行方針 

 

 

令和８年第１回池田町議会定例会第１回定例会議の開会に当たり、池田町教

育委員会の所管行政の執行に関する主要な方針について申し上げます。 

 

Ⅰ はじめに 

学校教育は我が国や地域社会の発展を支える重要な社会基盤であり、制度

発足以来、社会の期待や要請を踏まえ、教育内容や教育環境は時代とともに変

化してきました。 

子どもたちが社会で活躍する２０４０年代を展望するとき、激しい変化が

止まることのない時代を生きていく中で、主体的に学び続け、自らの人生を舵

取りする力を身に付けることの重要性が増しています。 

こうした中、学校教育においては、子どもたち一人一人が自分の良さや可能

性を認識しながら、主体的に異なる価値観を持つ多様な人々と当事者意識を

持って対話を行い、問題を発見・解決できる「社会の創り手」を育てる必要性

がこれまで以上に高まっています。 

 

Ⅱ 教育行政に臨む基本姿勢 

この認識の下、教育行政に臨む基本姿勢について申し上げます。 

将来の地域社会を担う子どもたちが、急激な時代の変化に主体的に向き合

い、困難に立ち向かいながら自らの人生を切り拓いていく力を身に付けるこ

とができるよう、池田町教育ビジョンに示す「進取」、「ふるさと」、「共生」を

基本理念として、義務教育修了時１５歳の目指す子ども像の実現に向けて、予

測困難な時代にあっても変わることのない教育の「不易」を根幹に据え、社会

状況とともに変化する「流行」を的確に捉えながら教育活動を推進します。 

 

Ⅲ 重点政策の展開 

次に、教育行政に臨む基本姿勢を踏まえた令和８年度の重点政策について、

申し上げます。 

 

１ 子どもたち一人一人の良さや可能性を引き出す教育の推進 

第一は、「子どもたち一人一人の良さや可能性を引き出す教育の推進」で

す。 

子どもたちが、自立して困難に立ち向かいたくましく成長していくため、

新しい時代に必要となる資質・能力を身に付けることができるよう、基礎

的・基本的な知識や技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決す
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るために必要な思考力、判断力、表現力等を育むとともに、主体的に学習に

取り組む態度を養い、多様な人々との協働を促していく教育の充実が重要

です。 

このため、学校における個に応じた指導の充実に向けて、小・中学校の対

象学年において町独自の少人数学級を実施するとともに、教員加配による

小学校高学年の教科担任制の導入や中学校の習熟度別指導をはじめ、臨時

教員・学習支援員等も活用しながら学習面や生活面などへのきめ細かな指

導に取り組みます。     

また、「全国学力・学習状況調査」の結果から、本町の子どもたちの学力

は改善傾向にありますが、調査から得られる学力の状況を学校全体で共有

しながら、ＩＣＴ等も活用し子どもたち一人一人の特性や学習進度等に応

じた「個別最適な学び」や同じ環境の中でお互いの考え方等に触れ刺激し合

うことで深まる「協働的な学び」を組み合わせた教育活動に取り組みます。 

さらに、調査結果から「自己肯定感」や「自己有用感」、「将来への夢や目

標を持っている」等については、全国・全道に比べ低い傾向にあることから、

子どもたちのウェルビーイングが向上するよう、道徳教育の充実や各教科

横断的な取組を進めるとともに、小・中学校の共通の学びの重点である「考

える」、「伝える」、「関わる」の定着に向けて、様々な場面において創意工夫

した教育活動を実践します。 

特別な配慮を必要とする子どもたち一人一人の教育的ニーズを踏まえ、

義務教育９年間を見通した「個別の教育支援計画」を活用するとともに、管

理職員や特別支援教育コーディネーター等を中心とした校内支援体制の充

実を図るほか、基本的な生活習慣等の定着に向けて、新たに小学校に学校生

活をサポートする職員を配置します。 

子どもたちの体力・運動能力・運動習慣等については、全国調査や学校独

自に実施する新体力テストの調査結果を分析・検証し、運動やスポーツを通

じて体力・運動能力等の向上を図る授業改善に積極的に取り組みます。 

   子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けること

ができるよう、食育指導に取り組むとともに、地元食材も活かした安全・安

心な学校給食の提供を通して子どもたちの健やかな成長を支えます。 

また、保護者負担軽減の観点から議論されている小学校段階での学校給

食費の無償化については、国の動向を十分注視し適切な対応に努めます。 

    

２ 学びの機会を保障し質を高める環境づくり 

第二は、「学びの機会を保障し質を高める環境づくり」です。 

多様な子どもたちを誰一人取り残さない学びの機会を保障するとともに、

子どもたち一人一人が、義務教育９年間を通して健やかに学びをつないで
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いく中で、自身の存在意義を自覚しながら現在から将来に向けた自己実現

を図ることができる環境づくりが重要です。 

このため、小中一貫教育の推進による義務教育９年間を見通した教育活

動の実践に取り組むとともに、ＩＣＴに関する専門的知識を持った技術者

の活用を図り、一人一台端末の効果的利用による興味・関心を高める授業改

善を進めるほか、生活リズムの改善に向けた啓発等を行い、課題となってい

る家庭での学習時間の確保を図ります。 

いじめについては、全国調査において「いじめはどんな理由があってもい

けない」と考える児童生徒の割合が１００％となるよう、「池田町いじめ防

止基本方針」に基づく組織体制等の充実を図るとともに、児童理解交流会や

生徒指導交流会、進路指導等を通じて、望ましい人間関係を築いていく生徒

指導に取り組みます。 

  児童生徒の問題行動・不登校等の生徒指導上の諸課題に対しては、学校と

家庭等の連携を十分に図ることはもとより、ＩＣＴ等も活用しながら健や

かな学びの保障に努めるとともに、スクールカウンセラーや教育相談員を

活用した相談体制の充実に取り組むほか、関係する部署や関係機関との連

携も緊密に図り支援につなげます。 

むし歯予防に向けたフッ化物洗口については、安全性等に対する保護者

の理解を得ながら専門家の指導による円滑な実施に努めます。 

学校における働き方改革については、依然として、月４５時間を超える時

間外在校等時間の教員がいることを重く受け止め、「学校における働き方改

革推進委員会」での情報共有や検証を行った上で、不断に取組を進めます。 

また、学校におけるストレスチェックについては、教職員が健康で教育活

動に専念できるよう、全ての教職員の参加に取り組みます。 

学校部活動については、「池田町学校部活動地域移行検討協議会」での議

論を踏まえ、地域の実情に応じ子どもたちが継続してスポーツ・芸術文化活

動に親しむことができる持続可能な活動の在り方の検討を進めるとともに、

体制整備に向けて新たにコーディネーターを配置するほか、引き続き、他町

との合同部活動の円滑な実施を支援します。 

子どもたちの安全・安心な学習環境づくりに向けて、施設設備の整備に取

り組むとともに、小・中学校の屋内体育館に暑さ対策のための空調設備を整

備し、避難所としての機能充実も図ります。 

令和１０年度の義務教育学校開校による新たな教育環境づくりに向け

て、「開校準備委員会」等での協議を踏まえた学校体制や必要な施設整備等

の検討を進めます。 
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３ 地域と歩む持続可能な教育の推進 

  第三は、「地域と歩む持続可能な教育の推進」です。 

地域の教育力を取り入れ、学校や家庭、行政が一体となって子どもたちの

発達段階に応じた課題解決を図ることにより、学びの場を地域社会にも広

げながら、子どもたちの成長を支える仕組みづくりが大切です。 

このため、「コミュニティ・スクール」については、「池田の子は地域全体

で育てる」との共通認識の下で、保護者や地域の方々の意見を学校運営に反

映し、地域の教育資源を活用した一層効果的な教育活動の実践に取り組み

ます。 

小学校において、地域の方々の協力を得て稲作体験学習や森林体験学習

などに取り組み、ふるさとの産業や豊かな自然環境等を学ぶ機会の充実に

努めます。 

沖縄県読谷村への小学生道外派遣研修事業を通して、歴史・文化や気候風

土等の異なる地域を訪れ、ふるさとへの誇りや愛着の醸成、我が国の歩んで

きた歴史、平和の大切さなどを学び実感する機会を提供します。 

地域のボランティア等の協力を得て、「わんぱく体験塾」や「通学合宿」、

「放課後子ども教室」や長期休業期間中の「学び塾」を実施します。 

芸術文化の活動拠点である「田園ホール」については、子どもたちをは

じめ、町民の皆様の芸術文化への関心を高め、豊かで潤いのある生活の充

実に向けて、ＮＨＫ交響楽団のメンバー等による演奏会を企画するととも

に、指定管理者とも連携しながら利用する方々の目線に立った施設の運営

や活動の場づくりなど効果的な活用を図り、芸術文化の振興に努めます。 

「町立図書館」については、町民の皆様が豊かで潤いのある生活を送る

中で、持続可能な地域づくりや生涯を通じて学ぼうとする意欲に応えるた

め、これまでの紙の図書整備と合わせ手軽に本に親しむことができる電子

図書館の活用を図るとともに、利用者の意見等を活かした図書館運営に努

めます。 

「カーリング場」については、関係団体とも協議しながら将来的な施設の

維持・管理等の検討を進めます。 

スポーツの活動拠点である「総合体育館」については、引き続き、利用者

目線に立った環境づくりに取り組むほか、昨年度に供用開始した「池田中学

校テニスコート」については、多くの団体等の利用があり、今後も、効果的

な活用に努めます。 

「学校プール」については、一般開放の時間を見直すなど、さらに多くの

町民の皆様が水に親しめる機会の提供に努めるほか、幼児・小学生・大人を

対象にした水泳教室を実施します。 

生涯にわたり、それぞれの興味や目的に応じてスポーツに親しみながら
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健康の保持や体力向上、協働意識の醸成等を図るため、各種スポーツ大会

を開催するほか、子どもから高齢者の方までが、気軽にスポーツや運動に

親しむことのできる場や環境づくりについて検討を進めます。 

「池田町郷土資料館」については、昨年の「池田町所蔵絵画展」に多くの

方が来館されたことを踏まえ、今後とも、特別展の企画・開催による利用促

進に取り組むとともに、子どもたちがふるさとの歴史や伝統芸能に触れる

ことのできる施設として授業での活用等を図るほか、健全な維持管理に向

けて施設設備の改修を実施します。 

「遊ゆう大学」については、大学規則の見直しによる在籍者の増加に努め

るとともに、運営に関するアンケートの実施や在校生からの意見等も踏ま

えた授業内容の工夫など、町民の皆様が生涯にわたって生き生きと元気に

学習し活動できる場としての充実を図ります。 

 

以上、令和８年度に取組を進める重点政策について申し上げました。 

 

Ⅳ むすび 

子どもたちが、元気に生き生きと学校生活を送る姿は、地域に笑顔と活気

をもたらし、「ふるさといけだ」の明るい未来を予感させてくれます。 

一方で、少子高齢化の進行や家族のあり方の変容、情報通信技術の進展等

を背景に、子どもたちを取り巻く課題は複雑化・多様化し困難性も高まり、

これまで教育活動を通して培ってきた知識や経験値で解決することは難し

い時代になっています。 

 

教育委員会としては、「教育の営みの全ては子どもたちのためにある」と

の思いの下、子どもたちが成長していく過程に責任と使命を持ち、学校・家

庭・地域と協働しながら、今日的な課題への対応はもとより、目指す子ども

像の実現に向けて、義務教育９年間を見通した小中一貫教育を推進すると

ともに、さらに発展的な学びの場となり先進的事例ともなる施設分離型義

務教育学校「池田町立十勝いけだ学園」の令和１０年度開校に向けて、着実

に歩みを進めてまいります。 

 

町民の皆様並びに町議会議員の皆様のご理解とご協力を心からお願い申

し上げ、教育行政執行方針とさせていただきます。 


